
注：　　　　　　　　は基準不適合部品を示す。
　　　　　　　　　　は交換部品を示す。

　　

改善箇所説明図

改善の内容

全車両、荷箱ダンプシリンダを対策品に交換する。また、デファレンシャルギヤケースを点検し、

ギヤケースが変形している場合は当該ギヤケースを新品に交換する。ギヤケースが破損して

いる場合は、デファレンシャル一式を新品に交換する。

識 別

改善実施済車両には、運転者席ドアロックストライカー付近にNo.4613のステッカーを貼付する。

塵芥車の架装レイアウト設計が不適切なため、荷箱ダンプシリンダとデファレンシャルギヤ
ケースの間隙が不足しているものがある。そのため、リヤアクスルの最大跳ね上がり時に
ギヤケースがダンプシリンダに接触し、ギヤケースが損傷して潤滑油が漏れ、最悪の場合、
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不適合発生箇所

ダンプシリンダ油圧配管接手
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(ダンプシリンダ油圧配管接手位置変更)
ダンプシリンダ

ギヤケース デファレンシャル一式
（カバーのみ交換） （内部のギヤを含んだ

アッセンブリ交換）


